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これまでに紹介した河川

第 1回 遠賀川 福岡県
第 2回 米代川 秋田県・青森県・岩手県
第 3回 旭川 岡山県

第 4回 熊野川 奈良県・三重県・和歌山県
第 5回 天塩川 北海道
第 6回 物部川 高知県
第 7回 那珂川 茨城県・栃木県・福島県
第 8回 黒部川 富山県
第 9回 天竜川 長野県・静岡県・愛知県
第 10回 荒川 山形県・新潟県

第 11回 斐伊川 島根県・鳥取県
第 12回 肱川 愛媛県

ミツカン水の文化センターでは、2017年より新たなイベント

「発見！水の文化」をスタートします。

これまで開催していた「里川文化塾」よりもう少し身近で気

軽に参加できる企画をそろえ、多くの方に興味をもって参加し

ていただけるイベントにしていきます。

専門家に解説していただきながらの街歩きや滝鑑賞、舟めぐ

りなどを通して、身近にある「水の文化」を再発見し、私たち

の生活を取り巻く「水の恵み」に気づくきっかけになればと思

います。

記念すべき第一回目は、東北学院大学経営学部教授の斎藤

善之さんのご案内で東京の日本橋を歩きます。かつての水の都

「江戸」に残る水路・掘
ほりわり

割の跡を巡りながら、当時の街づくり

における「舟運・水」の重要性を発見します。日本橋ゆかりの

スイーツもご用意しますので、一緒に楽しく歩きましょう！

川系男子の坂本貴啓さんの案内で全国の一級河川

「109水系」をめぐる連載「Go!Go!109水系」は、坂本

さんの大学院卒業、就職などの事情により今号は休載し

ました。

坂本さんは博士号（工学）を取得し、2017年 4月から

国立研究開発法人 土木研究所 自然共生研究センターの

専門研究員として勤務しています。1998年（平成 10）11

月、岐阜県各務原市に設立された自然共生研究センター

は、河川湖沼の自然環境の保全と復元のための研究を行

ない、その結果を広く普及することを目的としています。

敷地内には木曽川と新境川につながる3本の実験河川

があり、坂本さんはここを訪れる人たちへのガイドや案内

板の確認・整備などを担当しています。近いうちに実験河

川での研究もスタートする予定です。

「Go!Go!109水系」は続ける方向で調整中です。パワ

ーアップした坂本さんの再登場にどうぞご期待ください！

センター活動報告

「発見！水の文化」 スタート！

「発見！水の文化～江戸の水辺街歩き（日本橋編）～」

 日時： 2017年7月22日（土）13:00～16:30ごろ
  （小雨決行。荒天時の予備日＝7月30日（日））

  ［集合］13:00

   JR東日本「東京駅」八重洲北口付近
  ［解散］16:30ごろ

   東京メトロ東西線・日比谷線「茅場町駅」
 街歩きルート： 東京駅八重洲北口集合→日本橋・日本橋室町エ

リア→日本橋堀留町・小網町エリア→日本橋兜
町・茅場町・新川エリア→茅場町駅解散

 募集人数： 15名程度（参加費無料）
  ※応募者多数の場合は抽選とさせていただきます
  ※参加決定者には7月10日ごろに事務局よりご連絡いたします

  ※詳細は当センターのホームページにてご確認ください

 応募締切： 7月9日（日）
全国へつながる街道の起点として賑わった日本橋。江戸時代は日本橋の南詰め東側が罪人の晒
場（さらしば）、南詰め西側はお触れなどを掲示する高札場だった

土木研究所 自然共生研究セ
ンターの専門研究員になった
坂本貴啓さん

講師：斎藤善之さん 
（さいとう・よしゆき）

東北学院大学経営学部 教授

坂本貴啓さんの近況と「Go ! Go ! 109水系」休載のお知らせ
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水の文化  Information
■ 『水の文化』に関する情報をお寄せください
 本誌『水の文化』では、今後も引き続き「人と水のかかわ
り」に焦点をあてた活動や調査・研究などを紹介していき
ます。

 ユニークな水の文化楽習活動や、「水の文化」にかかわる
地域に根ざした調査や研究がありましたら、自薦・他薦を問
いませんので、事務局まで情報をお寄せください。

■ ホームページのお問い合わせ欄をご利用ください。
 http://www.mizu.gr.jp/

■ 水の文化 バックナンバーをホームページで
 本誌はホームページからPDFファイルとしてダウンロード
できるほか、冊子をご希望の方はホームページの「最新号
のお申し込みボタン」からお申し込みいただけます。どうぞ
ご利用ください。

■ 里川文化塾レポート詳細版は、ホームページで
 里川文化塾のレポート詳細版は、参加できなかった方も楽
しめる内容です。また、今後の「発見！水の文化」につい
ても、順次ホームページでご案内します。ご注目ください。
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ミツカン水の文化センター機関誌

水の文化 第56号
ホームページアドレス

http://www.mizu.gr.jp/

※禁無断転載複写

『水の文化』56号について、アンケートにご協力ください。
今後の機関誌をよりよくしていくための参考にさせていただきます。

◆アンケートへの回答はこちらから。
http://www.mizu.gr.jp/form56.html

皆さまの感想を
お待ちしています ！

※アンケート用紙をお持ちの方は、FAXまたはメールにて
下記へご返信いただく形でも結構です。

ＦＡＸ：０３-６６８５-７５９６
メールアドレス：tokyo-office@mizu.gr.jp


